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ボソハサミムシ科+ [(Parapsalis属以外のムナボソハサミムシ科+Apachyidae科) + [Para戸salis属+ !(オ
オハサミムシ科，+マルムネハサミムシ科) + (クギヌキハサミムシ手ヰ+クロハサミムシ手ヰ+テブクロハサミ
ムシ科)!] 1 Jが導かれる。 5)卵歯に認められた 4タイプ、ならびに 6)保育行動もこの系統関係に整合的
にマッピングされる。比較発生学的に導かれたハサミムシ呂内の系統学的理解は、最近提出されている分岐
分類学、分子系統解析、全証拠解析などによる系統仮説 (eふ Haas& Klass， 2003; Kamimura， 2004 ; Jarvis et 
al.，2005) とも基本的に一致しており、上記の形質理解の正当性は強化される。
上述のようにハサミムシ自の発生学的グラウンドプラン、および科レベルでの変容プランが明らかにされ、
また、ハサミムシ自内の系統関係を比較発生学の観点から再構築することができた。しかしながら、ハサミ
ムシ自の類縁に関しては、多新趨類の一員であるということ以上の言及はできなかった。多新趨類の包括的
な系統学的理解には、ハサミムシ自に関する本研究と同様の精度をもった比較発生学的研究が他の多新麹類
においてもなされる必要がある。
審査の結果の要旨
本論文は、全9科中 8科を対象にしたハサミムシ自の比較発生学的研究である。白内のほぼすべての科を
網羅した検討は昆虫比較発生学でほかに例を見ないものであり、目内の形質傾斜の把握、それに基づいたハ
サミムシ自の発生学的グラウンドプラン、変容プランの構築、系統学的議論は非常に説得力がある。ハサミ
ムシ自は多新麹類、新麹類の理解において極めて重要なグループであるが、それゆえに、本論文による説得
力のある議論は、昆虫系統学、昆虫比較発生・形態学の今後の発展に多いに資する労作である。また同時に、
本論文はグループ内の主要系統群を網羅したグループの理解の重要性を明示し、当該分野の研究のあるべき
方向を示している。
平成25年2月12B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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